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学級担任による英語絵本読み聞かせの実践 
－推測力育成を目指した ALTとの連携－ 

 
教育学研究科 教育実践創成専攻 教科領域実践開発コース 初等教科教育分野 丸山 真知子 

1．． 研研究究のの背背景景 
「グローバル化する社会の中で、言語や文化が異なる人々と主体的に協働していくことができるよう、

外国語で躊躇せず意見を述べ他者と交流していくために必要な力」をつけるため、小学校中学年から外

国語活動を開始し、高学年で教科化することが検討された（文部科学省, 2014）。中学年からの外国語活
動開始を見据えて、文部科学省（2016）は小学校の新たな外国語教育における補助教材「Hi, friends! Story 
Books」として絵本教材を開発し、研究開発学校等においてその効果の検証がされた。絵本の読み聞かせ
を通して、児童は多くの英語を聞く機会を持ち、絵本の絵から様々な情報を読み取って内容の理解へと

進んでいくことができる。 また、ジェスチャーや声色などの工夫をすることで、児童の発話も引き出す
ことができる。さらに、バラエテイーにとんだ文脈の中で、意味のある英語表現に触れることができる。 
以上の効果を踏まえると、日本語による読み聞かせに精通している小学校教員が、英語絵本を小学校

での英語教材として取り入れることは、価値が高いと考えられる。多くの児童は幼少のころから絵本を

読み聞かせてもらった経験がある。しかし、英語教材として絵本を活用することは、外国語の指導経験

が浅く英語に苦手意識のある小学校教員にとっては方法がわからず、発音など技術面のハードルが高い

という現場の課題がある。 

1-1．．昨昨年年度度のの研研究究よよりり 
これらの課題意識をもとに、昨年度「小学校外国語科授業に絵本を取り入れる効果－帯活動としての

担任教師による読み聞かせ－」というテーマで研究を行った。長田（2018）は、第二言語習得において
重要とされる文脈の中でインプットの量を確保する手段の一つとして、「読む」素材である絵本教材の活

用の可能性について述べている。しかし、英語絵本の先行研究では中学年の実践や英語専科教員の研究

が多い点から、「教科化された高学年において担任が授業を行う」という新たな視点での絵本活用の可能

性を考えた。絵本は低学年の児童が好むものと思われがちだが、高学年の児童の反応も肯定的であった。

また、担任が無理なく継続的に取り組める読み聞かせの方法は、小学校外国語科においても有用な教材

となることが研究結果からわかった。 
コミュニケーションは相手の話を「聞く」ことから始まる。聞いて話がわかる体験を児童にたくさん

させ、児童自らが「話す」ようになることが大切である。その工夫の一つとして絵本の読み聞かせがあ

ると「Hi, friends!２指導編」（文部科学省, 2016）では書かれている。また、児童に良質なインプットを与
えるために絵本は効果的な教材であり、授業で積極的に扱うとよいと示されている。しかし、英語絵本

はまだまだ教材としての地位は低く、読み聞かせとして取り扱われる頻度も少ない（松浦, 2012）ため、
学習指導要領の目的に合わせた絵本の読み聞かせ研究が今後必要（金山, 2021）と英語絵本読み聞かせの
展望が述べられている。 

1-2．．ななぜぜ担担任任がが読読みみ聞聞かかせせををすするるののかか 
杉本ほか（2010）は、学級担任は児童の普段の様子や集団の特性を把握しているため、絵本の内容や
難易度を適切に選ぶことができ、児童の実態に合わせた読み方の工夫や問い方ができると述べている。

しかし、英語指導に不安を感じる担任も多く、ALTとの連携が重要であるため、ALTからの問いかけや
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児童への働きかけが、担任の指導力を補完する役割を果たすとも述べている。 
専科教員の配置も一定数あるが、小学校における外国語の授業担当者は、ほとんどの場合学級担任が

ALTとともに授業を行っている。令和 5年度の小学校における実施状況調査（文部科学省, 2023）によ
ると、英語教育担当教員延べ 163,475人のうち学級担任は 88,439人であり、学年間の交換授業を合わせ
ると 104,956 人の担任教員が外国語の授業を行っていることが示された。一方、小学校教員の英語免許
所有者はごくわずかであり、英語能力に関する外部試験 CEFR B2相当以上（英検準 1級以上など）を取
得している教員についても極めて少数である。また、小学校教員養成課程において英語指導に関する科

目の習得が義務づけられたのは 2019 年度以降であり、小学校教員の多くは外国語を教えたこともなけ
れば大学の教育課程で指導法を学んでもいない。総合学習の一環だった時期や外国語活動導入期だけで

なく、教科としてスタートした現在も学級担任主導の授業は継続している。こうした位置づけが、担任

の英語指導力に関わる問題や教員負担の問題にも直結した（寺沢, 2020）との指摘もある。学級担任と
ALTがお互いの良さを出し合える連携した授業展開の実践が現場で求められている。 

1-3．．児児童童のの実実態態 
今年度、筆者は５年生を担任している。語彙や経験が少ないといわれる現代の子ども達にとって、自

分のもつ思考をフル回転させてあれこれ想像や推測していく力は、英語学習だけではなく対人関係づく

りにおいても欠かせないスキルであると考え、学年経営目標を「Imagination」と掲げている。 
外国語科における児童の実態としては、聞き取りのテストで長い問題文が出題されたときや、各単元

末にある外国の方が母国を紹介するビデオを視聴しているときに、聞こえた英語を端から訳そうとして

いて、少しでもわからない単語があるとあきらめてしまう児童の様子を度々見かけた。小学校外国語科

では「やってみよう！」の種をまくこと、コミュニケーションの素地や基礎を耕し「やってみよう！」

の芽を豊かにした児童を中学校へ送り出すことが重要であると感じている。英語の初めての言葉（単語）

を聞いたときに、絵や文字等のあらゆる手がかりを頼りに、自分から理解しようとする態度を身に付け

させたい。教科として外国語を学ぶ最初の学年である５年生に、どのようにすれば英語が英語のまま理

解できたという自信や、英語でやり取りできたという喜びを与えることができるのだろうか。 

2．． 研研究究課課題題 
以上の児童の実態を踏まえ、絵本という身近な教材を用い、ALTとの連携による児童の推測力育成を
目指した実践研究を行うこととした。本研究では、①学級担任が英語絵本の読み聞かせをする際に、ALT
とどのように役割分担をした支援をするといいのか、②教師たちの支援によって、児童の推測力がどの

ように変容するのか、の２点を研究課題として設定した。 
本研究では、推測力を「初めて出会った単語や文、表現、物語全体に対して、周囲の情報を手がかり

に自分なりの理由をもって意味を解釈する力」とする。ただ絵本を読むだけでは「教材の力」という視

点になる恐れがある。そのため、教師たちの支援によって、児童の推測力を最大限に活かせるか、また、

児童がどう変容するのか、について児童側・教師側の両面から考えていきたい。 

3．． 研研究究方方法法 
対象者は山梨県内の公立小学校５年生３７名で、実践期間は令和７年１１月から令和７年１２月であ

る。絵本読み聞かせの授業の際に使用したワークシートには「どんなお話でしたか」と自由記述ができ

る欄を載せ、質的に分析するために児童の記述をコード化して分類した。さらにキーワード抽出として、

絵本の内容に関連する語が出ているかを確認し、本文にない語彙が出てきた場合は、児童の推測力や想

像力の表れとして注目した。そのような特異的な回答をした児童に対してインタビューを行い、誤答や
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独自の語彙使用に着目することで、児童の思考プロセスを深掘りした。 
また、ワークシートに複数回答可能な選択式のアンケート項目（図１参照）を載せ、選択肢ごとの回

答数を集計し、児童の反応傾向を量的に分析した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図１ アンケート項目（複数回答可） 
 

4．． 実実践践とと結結果果 
4-1. 読読みみ聞聞かかせせのの方方法法 
佐藤・佐藤（2010）は「小学生に対する英語絵本の読み聞かせと読解ストラテジーの検証」の中で、
小学生にもすでに推測する力が備わっていると述べている。さらに、児童の個人差によって生じる内容

理解の差を考慮しつつ、推測力に働きかける読み聞かせを意図的に行う重要性を述べている。推測力を

意図的に育む読み聞かせのポイントとして、（１）絵に注意を払うだけではなく、少しでも既知語を聞き

とるように児童を仕向けること、（２）前の場面と内容を比較しながら推測させ、様々な手掛かりを組み

合わせること、（３）聞きなれた名詞は理解の大きな手がかりになるため、単語への馴染み度を増やすこ

と、（４）抑揚や声の大きさもヒントになるため感情を込め、動詞を理解させるためにジェスチャーを用

いて読むこと、を挙げている。本研究では、これらのポイントを基に活動の流れを作成した（図２参照）。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 英語絵本読み聞かせ①：THE HAPPY DAYを使用した授業の流れ 
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4-2．．英英語語絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ①①：：学学級級担担任任がが読読みみ聞聞かかせせ、、ALTがが事事前前指指導導 
１１月に実施した英語絵本を活用した一回目の授業では、学級担任が読み聞かせ、ALTが事前指導を
する形で連携をした。使用した絵本は THE HAPPY DAY（Krauss, 1949）である。昨年度の研究で使用し
た絵本の中から、児童からの反応を誘発するタイプではなく、ストーリーとしてまとまった内容を理解

するために推測力を働かせることを意図し、この絵本を選定した。 
図３は一回目の授業ワークシートの自由記述の中から、本文に出てこない言葉を集計したものである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ 英語絵本読み聞かせ①における本文に出てこない言葉の集計 
 

4-3．．読読みみ聞聞かかせせ①①のの後後のの児児童童へへののイインンタタビビュューー 
  本文に出てこない言葉を自由記述欄に書いた児童へインタビューを行い、その中から想像力や推測力

を働かせていると思われる回答を抽出した（図３参照）。 
 
A: 動動物物たたちちがが冬冬眠眠ををししてていいてて、、起起ききてて一一緒緒ににおおどどっってて花花をを見見つつけけるるおおははななしし 
長い時間おどっていた。ふと気がついたら足元に黄色い花が咲いていた。もっとうれしくなってハッピ

ーになった。 
B: 冬冬眠眠ししてていいたた動動物物がが起起ききててききてて、、みみんんななででダダンンススししてて花花をを咲咲かかすす話話 
春がきてほしいというダンス。それで、まずはひとつの花が咲いた。これからもっといろいろな花がさ

く。雪で白い山が花のいろにどんどん広がっていくと思う。 
C: 最最初初ははみみんんなな寝寝てていいたたけけどど起起ききたた。。いいいいににおおいいののすするるおお花花ののととこころろにに言言っったた。。みみんんななででいいっっせせいいにに。。 
いいにおいがするのは、花が咲いていたから。動物は鼻がきくから、においに敏感だと思う。雪はにお

いがないから動物は花のにおいがめずらしいと思った  sniffを頼りに考えた。 
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D: みみんんなな冬冬眠眠。。みみんんななくくんんくくんん。。みみんんなな走走っってて黄黄色色いい花花をを見見つつけけるるとと「「スストトッッププ」」そそししてて「「シシーー（（ししずず
かかにに））」」 
「ストップ」って言ってたから。それまでみんながにぎやかに踊っていたんだけど、花を見つけて「み

んな見てみて！」的な感じで、ストップと声をかけあったのかな。花も輝いて、しーんとした瞬間がで

きたと思う。 sniff, stop, danceを手掛かりにした。 
E: 動動物物たたちちがが冬冬眠眠かからら覚覚めめてて、、みみんんななでで春春ををささががししにに行行くくおお話話 
毎年、冬眠から覚めると春になっているから。春の楽しみをみつけに行ったら、それはいいにおいの花

だった。 sniff ,flowerと聞いたから。 
F: 冬冬ををそそれれぞぞれれすすごごししたた動動物物がが集集ままっっててききたた。。久久ししぶぶりりにに会会っっててここんんににちちはは。。嬉嬉ししいい気気持持ちちももああるるしし
花花もも咲咲いいたたしし、、今今日日ははハハッッピピーーなな１１日日だだ。。   
みんなに会いたかった。いっせいにみんな起きてきたから会えて嬉しい。しかも雪の中に花を見つけて

きれいでなんていい日だ。 Happyという題名だから。 

 
4-4.  英英語語絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ②②：：学学級級担担任任とと ALTがが登登場場人人物物のの役役割割分分担担ををししてて読読みみ聞聞かかせせ 
一回目の授業アンケートの結果から、ALTとのやりとりに課題があることあったことが分かった（図
６参照）。そこで、１２月に実施した英語絵本を活用した二回目の授業では、学級担任と ALTが登場人
物の役割分担をして読み聞かせる形で授業を構成した（図４参照）。使用した絵本は SAME, SAME, but 
DIFFERENT（Kostecki-Shaw, 2011）である。この絵本を選定した理由は、絵本に出てくる主役二人の生
活における相違点や共通点について教師二人で分担しながら読み聞かせを行うことができるためであ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４ 英語絵本読み聞かせ②：SAME, SAME, but DIFFERENTを使用した授業の流れ 

 

4-5．．読読みみ聞聞かかせせ②②のの後後のの児児童童へへののイインンタタビビュューー 
二回目の授業も一回目と同様に、本文に出てこない言葉を自由記述欄に書いた児童へインタビューを

行い、その中から想像力や推測力を働かせていると思われる回答を抽出した（図５参照）。 
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A: みみんんなないいろろいいろろ個個性性ががああっっててみみんんななちちががっっててみみんんなないいいいとといいうう感感じじののおお話話 
何がいいとか悪いとかじゃなくて、「うちらはこうだよ」と友達に伝えている。友達だからちがう部分も

知ることでお互いに通じ合いたいんだと思う。表紙のタイトルがヒントになった。 
B: どどちちららのの町町ももいいいいととこころろががああるるけけどど、、町町のの姿姿やや文文化化ののちちががいいががああるる。。地地球球のの真真逆逆ににいいるる２２人人だだけけどど、、
世世界界のの反反対対側側ににもも同同じじよよううにに暮暮ららししてていいるる人人ももいいるるんんだだななああとと思思っっててぼぼくくももすすごごししてていいききたたいい。。 
太陽と月が描いてあったから、地球の真逆だとわかる。いまこうやっている時も、ぼくとはちがう暮ら

しをしている人がいるのかなとか考えた。本の絵がよくわかった。 
C: そそれれぞぞれれのの国国をを言言いいななががらら、、「「友友達達だだよよ、、ずずっっとと」」とといいううよよううななここととをを表表ししてていいるる話話 
アメリカとインドで遠くはなれているし、お互いの生活でちがうところがあるのを知って、会いたいと

思っている。いつか（大人になったら）会えるだろう。Best friendは親友のことだから。 
D: 暮暮ららしし方方やや環環境境ははちちががううんんだだけけどど、、２２人人ははいいつつままででもも親親友友だだとといいうう話話 
環境なんか関係ない。手紙のやりとりが続いているからこの先もずっと友達だと思う。SAMEは心が同
じということ。表紙のタイトルをもとに考えた。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図５ 英語読み聞かせ②における本文に出てこない言葉の集計 

 
4-6．．アアンンケケーートト結結果果とと考考察察 
１１月のアンケートでは、物語理解の手がかりとして「ALTとのやりとり」と答えた児童は６人と少
なく、ALTとのやりとりが十分に機能していない課題が見られた。しかし、１２月の授業ではその数が
１５人へと大きく増加した（図６参照）。これは、ALTが児童との関わり方を工夫したことや、読み聞か
せ中のジェスチャー・指さし・声の変化など、児童が参加しやすい働きかけが強化された結果、ALTと
のやりとりが物語理解に結びつきやすくなったと考えられる。また、１２月の授業では新たに「先生２

人の読み聞かせ」という項目を追加し、３７名中２６名が「理解の助けになった」と回答している。こ

れは、担任と ALTが役割を分担しながら読み聞かせを行うことで、児童が視覚・聴覚の両面から情報を
受け取りやすくなり、物語の展開や語彙の意味をよりつかみやすくなったことを示している。特に、２

人の教師が交互に読み進めたり、動作や表情を補い合ったりすることで、児童の注意が持続し、理解の

手がかりが増えたと考えられる。 
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図６ アンケート結果（複数回答可） 

5．． 考考察察 
今までの研究結果をふまえ、ALTとの連携や推測力に関する考察を、以下の４点にまとめた。 

 
（（１１））担担任任とと ALTのの役役割割のの相相補補性性  
アンケート結果から「絵」「ジェスチャー」「指さし」が理解の主要な手がかりとなることがわかった。 
これは担任が児童理解に基づいて提供できる支援である。一方、「ALTの発音」「ALTとのやりとり」は、 
正確な音声入力やリアルな反応を児童に与える役割となることがわかった。ALT の存在は推測の確証や
再構成を助けるといえる。したがって、担任は児童の安心感と推測支援、ALTは音声的リアリティと補
足的フィードバックという役割分担が、児童の推測力を最大化するのではないかと考えられる。 
 
（（２２））推推測測力力とと語語彙彙修修得得のの相相互互作作用用 
児童は本文にない語を付け加えながら物語を再構成しており、推測力を積極的に働かせていることが 
確認できた。言葉を自発的に抽出して物語を再構成していることから、語彙習得と推測力が相互に作用 
していることが分かる。これは、語彙習得が推測力を支え、推測力が語彙の定着を促すという双方向の 
関係を示している。読み聞かせは単なる語彙導入ではなく、語彙を推測の文脈で使わせる場として機能 
している。また、インタビューでは「冬眠」「いっせいに」「かけっこ」などの語が頻出したことから、

児童は既知語を手がかりに 場面の展開や登場人物の行動を推測していたと思われる。したがって、語彙
の馴染み度が推測の精度を高めることが示唆された。 
 
（（３３））ジジェェススチチャャーー・・指指ささしし・・声声色色（（教教師師のの非非言言語語的的支支援援）） 
「読む人のジェスチャー」、「絵を指さすこと」、「声色や読むスピード」に複数回答が見られた。動詞 
理解において、ジェスチャーが意味の手がかりとなった。また、「ストップって言ってたから、みんなが 
花を見つけて静かになったと思う」など、音声と動きの組み合わせから場面を推測していたことから、 
教師の身体表現が、言語理解を超えて場面の意味を推測させているといえる。 

 
（（４４））物物語語のの構構造造（（時時間間のの流流れれ・・展展開開）） 
「長い時間踊っていた」「ふと気づいたら花が咲いていた」などの回答から、時間の経過や因果関係を

自分なりに構成していることがわかった。また、「春が来てほしいというダンス」「花が咲いたからハッ

ピーになった」など、物語の展開を再構成していた。児童は絵と音声をもとに、時間軸や因果関係を推
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測していることが示された。 

 
6. ままととめめとと今今後後へへのの展展望望 
本文にない単語を付け足しながら「この場面はこうだった」と、ワークシートを書き進めている児童

の意欲的な姿が見られた。教師たちの支援によって、初めて出会った単語や文、表現、物語全体に対し

て、周囲の情報を手がかりに自分なりの理由をもって意味を解釈する力が発揮されていた。一方、外国

語の成績が良い児童（塾などに通っている児童）は、和訳をして正解（完璧な解答）をもとめる傾向が

あり、「これ、なんて読みますか？」と文字を頼りにしている様子が見られた。児童の個人差によって生

じる内容理解の差を考慮しながら今後も実践を重ね、児童の推測力向上を目指していきたい。 
絵本の確保について、学校の図書室に置いてある外国語関連の本は、物語より調べ学習で使用するタ

イプの本が圧倒的に多い。物語の本は有名な絵本をそのまま翻訳したものであるため、英文の内容も難

しく、児童自ら読むことは困難である。借りる児童はほとんどいないとのことだ。教科書改訂に伴い、

司書教諭との情報共有も重要である。学級担任が気軽に英語の絵本を手にとれるような環境整備、授業

の中で読み聞かせを取り入れ、児童とともに担任も英語を楽しめる授業づくりの提案を考えていきたい。 
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